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ちかい関係にある。マルマ語についてくわしくは Maggard, Ahmad & Sangma
［2007］や藤原［2003］、Huziwara［2008, 2011］などを参照されたい。
1.2 先行研究




体を記述した藤原［2008］の付録や、藤原［2005, 2014, 2015a, 2016］がある。
2 表記上の注意
本稿におけるチャック語は音素表記である。
チャック語の音素は/p, ph, b, t, th, d, c, ch, j, k, kh, g, P*, á, â, v, s, S, h, m, n, N*,
























CQ（Content Question marker） 補足疑問標識
DP（Dynamic Predicate marker） 動態述部標識



























































































































































































































































































































と Sa´ “be red” からなる複合語なので、「赤歯茎」と訳しておく。なお、
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